
教員養成の目標及び当該目標を達成するための計画に関すること 

 

東北福祉大学は『行学一如（ぎょうがくいちにょ）』を建学の精神に掲げ，その教育の理

念は『自利・利他円満』の哲学を基調とし，人間力，社会力をもつ人材を世に送り出してい

ます。すなわち，本学が目指すところは，「人間は凡て生かされつつ，生かしつつ」を信条

とし，「それぞれの人間の持てる力を出し合い，互いに支え合いながら生き甲斐を感ぜられ

るような社会」を実現することであり，建学以来受け継いできた「学問研究と実践実行は全

く一体である」ことを認識し，この両者の両立・調和（『建学の精神』）を図りうる人材の育

成にあります。 

このような建学の精神に基づき，東北福祉大学の教職課程は，多様化する現代社会にあっ

て，様々な保育・教育的課題に適応できる確実な知識・技能を持ち，保育・教育への強い使

命感と愛情豊かな人間性を兼ね備えた保育者・教員等の養成を目標としています。  

特に以下に掲げる保育・教育の分野における人材を養成することを目標としています。 

（１）現代社会に様々な課題に正面から向き合い，乳幼児・児童・生徒の福祉と幸福に貢献

できる人材 

（２）豊かな教養と人間性を基礎に据え，高度な専門性と柔軟な実践力を発揮できる人材 

  

これらの目標から，求める学生像，並びに教育目標は以下の通りです。 

 

【求める学生像】  

保育・教育にかかわるものとして，乳幼児・児童・生徒を取り巻く日常生活や周辺環境で

生じる諸課題を広い視野で捉え，深く理解し対応できる力が必要になります。そのため，入

学後の学習や実践に必要な知識を有し，それらを自立的な学修によって伸ばしていこうと

する向上心と意欲，保育・教育に貢献していこうとする使命感を有する学生の入学を期待し

ます。 

【教育目標】 

○教育学科は，特別な支援を必要とする子どもたちに対応できる資質を基盤にして，幼児教

育から中等教育，特別支援教育，さらには生涯教育を含む幅広い教育を学び，様々な教育的

課題やニーズに柔軟に対応できる実践的指導力のある保育者・教員等を養成することを目

標にしています。 

 

○社会福祉学科は，人々の生活上の困難に寄り添い，社会，地域，人々に貢献しようとする

信念に基づき，社会福祉や生活上の問題を発見し，その解決に主体的に取り組み，人間を大

切にする福祉の思いに則り，行動する倫理観を備えた実践指導力のある保育士・高校教員等

を育成することを目標としています。 



 

○福祉心理学科では，医療，保健，福祉，司法や矯正，労働や産業など，社会の様々な領域

で活用できる心理学を学び，座学での幅広い講義をはじめ，演習や実習，実験や各種研究な

ど，実践的な内容を学修し，心理学に加え，教育や看護についても学び，実践指導力のある

養護教諭の養成を目標としています。 

 

 本学の教職課程では，「考える楽しさ」「学ぶ喜び」を育てる専門職として，乳幼児・児童・

生徒一人一人の発達の特性を理解し，適切に対応し，学んだ諸能力を教育現場で効果的・柔

軟に発揮，さらに自らの学びを土台に，自ら考えたことや実践したことについて省察する能

力を持てるようにします。 

 具体的に，学生が身に付けるべき資質・能力としては以下に挙げ，教職課程を通して育て

ます。 

１ 確実な知識・理解・技能を有し，広い視野をもち，高度な専門性を具え，実践的な指導

力を身に付ける 

（１）乳幼児・児童・生徒一人一人の発達の特性を理解し，適切に支援できる知識と能力を

育てる。 

（２）教育学の基礎的な知識を有し，「考える楽しさ」「学ぶ喜び」を育てる専門職として，

学んだ知識・技能を高め続けようとする研究心や意欲を育てる 

（３）学んだ諸能力を保育・学校現場，病院等で効果的かつ柔軟に発揮できる実践的な指導

力を育てる。 

（４）教育活動等における課題を把握し，その課題解決に必要な情報の収集・分析・整理を

し，その課題を解決できる力を育てる。 

（５）情報コミュニケーション技術等を用いて，情報収集・分析・プレゼンテーションを適

切に行う能力を育てる。 

 

２ 教育に対する強い使命感と責任感をもち，豊かな人間性を具えた学生を育てる 

（１）教育に対する強い使命感と責任感をもち，愛情を持って乳幼児・児童・生徒に接する

ことができる。 

（２）心身の健康の大切さを理解し，豊かな人間性に基づいた教育活動を展開できる。 

（３）自らの「学び」を土台として，自ら考えたことや実践したことについて省察し，新た

な課題に立ち向かう柔軟さや粘り強さを具える。  

（４）連携，協働の大切さを理解し，乳幼児・児童・生徒並びに，地域住民や保護者，教職

員と連携し，自分と異なる考えを持つ人とも互いに尊重しつつ，教育課題等にチームと

して取り組むことができる。 

（５）倫理，道徳に関する知識と技能を踏まえ，自らの良心と社会の規範やルールに従って

行動し，人々の幸せや地域・社会の発展のために貢献できる。 


